
【分類】ソフトウェア処理
【公報番号】特開平 8-262073 【出願日】1995/3/27

【出 願 人】九州変圧器株式会社、九州電力株式会社

【コメント】検出範囲の広い電流センサにおいて、位相補正を行わないことにより
誤差を小さくしています。

【作用】
図２（Ａ）において、Ｖ及びＩは電圧センサ及び電
流センサの入力と出力との間に位相ずれが発生しな
いと考えた場合の測定電圧及び測定電流をベクトル
で示したものである。但し、この図ではＶとＩとの
間に位相差がないものとして示してある。Ｖ´及び
Ｉ´は、電圧センサ及び電流センサの特性から入力
と出力との間に位相ずれが発生した場合の測定電圧
及び測定電流をベクトルで示したものである。電圧
センサの位相ずれ（位相進み量）はθ1 であり、電
流センサの位相ずれ（位相遅れ量）は－θ2 である。
これらの位相ずれは、電圧センサ及び電流センサの
特性に基づくもので、基本的には変化しないものと
考えられる。本発明においては、電流センサの出力
の位相ずれは補正しないため、電流センサの測定電
流Ｉ´はそのまま利用する。そこで電流センサの出
力の位相ずれを補正しない場合における電圧センサ
の出力Ｖ´の相対的位相ずれ量を求める。この相対
的位相ずれ量がθ1 －（－θ2 ）である。この相対
的位相ずれ量も基本的には変化しない。そこで図２
（Ｂ）に示すように、測定電圧Ｖ´を位相ずれ量θ1
＋θ2 だけ位相補正することにより、位相補正測定
電圧Ｖを得る。このことは測定電圧Ｖ´を位相ずれ
量θ1 だけ位相補正した後に、更に位相ずれ量θ2

だけ位相補正した場合と同じ結果となる。そして測
定電流Ｉ´と位相補正測定電圧Ｖとを用いて力率を
演算する。本発明のように、値が小さくしかも変化
幅が大きい測定電流を位相補正しなければ、測定電
流の補正のために増幅器を用いる必要がなくなる上、
補正演算が不要になる。そのため増幅器の温度特性
の変化による誤差と補正演算において発生する誤差
が、力率 cos θの演算に用いる電流値には含まれな
い。その結果、本発明によれば、力率の測定精度ま
たは演算精度を高めることができる。
【発明の効果】
請求項１～４の発明によれば、小電流から大電流の
広い範囲にわたって測定電流を位相補正しないで力
率を求めるため、測定電流が小電流の場合にも増幅
器を用いる必要がなくなる上、補正演算が不要にな
り、増幅器の温度特性の変化による誤差と補正演算
において発生する誤差が、力率 cos θの演算に用い
る電流値には含まれることがなくなる。その結果、
力率の測定精度または演算精度を高めることができ
る。特に請求項２及び４の発明によれば、三相配電
線の各相の力率の測定精度または演算精度を高める
ことができる。また請求項５の発明によれば、力率
の演算を簡単に実行することができる。

【図１】三相配電線の電圧・電流・力率監視
装置において力率を測定する場合に用いる本
発明の力率測定装置の一実施例の概略構成を
示すブロック図である。

【符号説明】１～３：電圧センサ、４～６：
電流センサ、７：Ａ／Ｄ変換器、８：サンプ
リング手段、９：測定値記憶手段、１０：位
相補正手段、１１：位相補正電圧演算手段、
１２：位相補正測定電圧記憶手段、１３：力
率演算手段、１４：平均有効電力演算手段、
１５：平均無効電力演算手段１６：各相力率
演算手段
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【分類】ソフトウェア処理
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【図２】(A)は１つの相に対して設けた電圧センサ及び電流センサの入
力と出力との間に位相ずれが発生しないと考えた場合の測定電圧及び
測定電流をベクトルで示したベクトル図であり、(B)は測定電圧を位相
ずれ量だけ位相補正することにより位相補正測定電圧を得る場合の概
念を説明するために用いるベクトル図である。

【図３】位相補正電圧演算手段をコンピュータを
用いて実現する場合に用いるソフトウェアのア
ルゴリズムを示すフローチャートである。



【分類】ハードウェア演算
【公報番号】特開平 8-294271 【出願日】1995/12/28

【出 願 人】スペース　システムズ／ローラル　インコーポレイテッド

【コメント】各昇圧回路の位相をずらして出力リップルを抑制しています。

【作用】

本発明による方法は、閉制御ループにディザ

ー（ｄｉｔｈｅｒ）信号を注入して、該ディ

ザー信号がエラー信号中に現れるようにする

ステップも含んでいる。このディザー信号は、

周波数帯域に対する第２周波数の比によって

与えられる係数によって可能なデューティー

サークルの数を有効に増加せしめるように作

用する。本発明の実施例においては、ディザ

ー信号の周波数は、第１周波数の１／４であ

り、周波数帯域より少なくとも１つのオーダ

ーだけ高い。

【発明の効果】

デジタル制御ループを有するパワーコンバー

タを実施する場合に必要とされる安定度には

従来のアナログタイプに加えて２つのタイプ

がある。これらの２つのタイプは、（ａ）ノ

イズ混入によるデジタル振動、及び（ｂ）出

力電圧の設定点と可能な（量子化）デューテ

ィサイクルとの間ミスマッチによる振動、で

ある。この最初のタイプの安定性は、電力供

給の動作点には無関係である一方、第２のタ

イプは、可能なデューティサイクルの数のみ

ならず入力及び出力電圧に依存している。上

記したような問題更には別な問題も出力電圧

設定点と可能なデューティサイクルとのミス

マッチによる振動に抗する本発明のコンバー

タの安定化方法及び回路によって克服出来る

のである。
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【図１】デジタル制御ループを有するマルチスライスパワーコンバータのブロック図。

【図２】図１のＦＰＧＡ回路のブロック図。



【分類】検出方法
【公報番号】特開平 8-271012 【出願日】1995/3/30

【出 願 人】三菱電機株式会社

【コメント】入力電源電圧をサンプリングするだけで多くの特性を検知していま
す。

【作用】
この発明においては、入力電源電圧の周期性に着目
して、同等の入力電圧値が得られるようなサンプリ
ング周期を推定し、推定した電源周波数に相当する
サンプリング周期で、Ａ／Ｄ変換器からの入力電圧
値を取込み、ほぼ同等の値を検出すれば推定が正し
いということを判定条件として電源周波数の検知を
行う。また、入力電源電圧の全波整流波形の周期性
に着目し、想定できる電源周波数に対して十分に早
いサンプリング周期で、Ａ／Ｄ変換器からの入力電
圧値を順次取込むことで入力電圧値の推移を追い、
入力電圧値の極小点を捕捉することで電源電圧ゼロ
クロスを検知し、また、極小点が発生する周期から
電源周波数を検知する。また、入力電源電圧の全波
整流波形の周期性に着目し、想定できる電源周波数
に対して十分に早いサンプリング周期で、Ａ／Ｄ変
換器からの入力電圧値を順次取込むことで入力電圧
値の推移を追い、入力電圧値の極小点を捕捉するこ
とで電源電圧ゼロクロスを検知し、以降は別途知り
得た電源周波数をもとにその極小点から次の電源電
圧ゼロクロスを順次推定していく。また、想定でき
る電源周波数に対して十分に早いサンプリング周期
で、Ａ／Ｄ変換器からの入力電圧値を順次取込み、
これらの入力電圧値の最大値を検出することで、電
源電圧の実効値を検知する。また、入力電源電圧の
全波整流波形の波高値の標準的な推移に着目し、想
定できる電源周波数に対して十分に早いサンプリン
グ周期で、Ａ／Ｄ変換器からの入力電圧値を取込み、
その値が所定値より低く続く期間（カウント数対応）
を電源停止期間とみなし、その期間が所定期間（所
定カウント値対応）を超えた場合に瞬時停電と判定
する。また、入力電源電圧の全波整流波形の周期性
に着目し、別途知り得た電源周波数をもとに、この
電源周波数の１周期相当期間において入力電圧値を
繰返し取込み、前回の同等位相での入力電圧値との
比較により、大幅に差がないかどうかで電源電圧の
歪みを検知する。また、入力電源電圧の全波整流波
形の連続性に着目し、想定できる電源周波数に対し
て十分に早いサンプリング周期で、Ａ／Ｄ変換器か
らの入力電圧値を取込み、その値が前回サンプリン
グ時の取込み値と大幅に変化していないかをみて、
電源電圧の歪みを検知する。
【発明の効果】
この発明によれば、入力電圧の周期性に着目し、同
等の入力電圧値が得られるようなサンプリング周期
を求めるようにしたことにより、ゼロクロス割込み
信号を生成させる回路や割込み用入力ポート等のハ
ードウェア構成を用いることなく、電源周波数を検

知することができ、この電源周波数に応じて空気調
和装置の能力制御を行うことができる。また、入力
電圧の全波整流波形の周期性に着目し、高速な入力
電圧値の取込みで、所定値以下となる入力電圧値の
極小点（電源電圧ゼロクロスタイミングに相当）を
把握するようにしたことにより、ゼロクロス割込み
信号を生成させる回路や割込み用入力ポート等のハ
ードウェア構成を用いることなく、電源周波数およ
び電源電圧ゼロクロスを検知することができ、これ
らの電源周波数および電源電圧ゼロクロスに応じて
空気調和装置の能力制御を行うことができる。また、
入力電圧の全波整流波形の周期性に着目し、高速な
入力電圧値の取込みで、所定値以下となる入力電圧
値の極小点（電源電圧ゼロクロスタイミングに相当）
を１度、または定期的に見つけるだけで以降の極小
点を演算で求めるようにしたことにより、ゼロクロ
ス割込み信号を生成させる回路や割込み用入力ポー
ト等のハードウェア構成を用いることなく、電源電
圧ゼロクロスを検知することができ、この電源電圧
ゼロクロスに応じて空気調和装置の能力制御を行う
ことができる。また、高速な入力電圧値の取込みで、
入力電圧値の最大値（電圧ピーク値に相当）を検知
するようにしたことにより、ハードウェアとしての
入力電源電圧のピーク値保持回路等を用いることな
く、電源電圧値を検知することができ、この電源電
圧値に応じて空気調和装置の能力制御を行うことが
できる。また、入力電圧の全波整流波形の波高値の
標準的な推移に着目し、高速な入力電圧値の取込み
で、この入力電圧値が一定以下で連続する場合に異
常と判定するようにしたことにより、ゼロクロス割
込み信号を生成させる回路や割込み用入力ポート等
のハードウェア構成を用いることなく、電源電圧の
瞬停状態を検知することができ、このように検知さ
れた瞬時停電に応じて空気調和装置の安定な運転・
停止制御を行うことができる。また、入力電圧の全
波整流波形の周期性に着目し、電源電圧の電源周波
数の１周期相当期間において入力電圧値を繰返し取
込むことで、これと前回の同等位相の入力電圧値と
の誤差から電源電圧の歪み状態を検知することがで
き、空気調和装置内に組み込まれている各種モータ
等の異常振動および騒音に対し事前にユーザ苦情発
生等の可能性を検知することができる。また、入力
電圧の全波整流波形の連続性に着目し、高速な入力
電圧値の取込みで、これと前回取込み値との誤差か
ら電源電圧の歪み状態を検知することができ、空気
調和装置内に組み込まれている各種モータ等の異常
振動および騒音に対し事前にユーザ苦情発生等の可
能性を検知することができるのである。



【分類】制御方法
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【図１】この発明による実施例１の空気調和装置の制
御装置の構成図である。

【図２】この発明による実施例１の制御フローチャー
トである。

【符号説明】１：圧縮機、２：凝縮器、２ａ：凝縮器用送風機、３：絞り装置、４：蒸発器、４ａ：蒸発器用
送風機、７：全波整流手段、１０：マイクロコンピュータ、１１：Ａ／Ｄ変換器、１３：入力
電圧値入力手段、１４：第１のサンプリング周期記憶手段、１４ａ：第２のサンプリング周期
１４ｂ：第３のサンプリング周期記憶手段、１５：記憶手段、１６：入力電圧バラツキ判定手
段、１７：サンプリング周期変更手段、１８：第１の電源周波数演算手段、１９：第１の能力
変更手段制御手段、２０：能力変更手段、２１：極小点判定手段、２２：極小周期カウント手
段２３：第２の電源周波数演算手段、２４：第２の能力変更手段制御手段、２５：電源周波数
記憶手段、２６：極小点演算判定手段、２７：第３の能力変更手段制御手段、２８：最大値判
定手段、２９：最大値記憶手段、３０：第４の能力変更手段制御手段、３１：電圧低下判定手
段、３２：電圧低下カウント手段、３３：瞬停判定手段、３４：第５の能力変更手段制御手段、
３５：サンプリング周期決定手段、３６：第１の電源歪み判定手段、３７：第６の能力変更手
段制御手段、３８：第２の電源歪み判定手段、３９：第７の能力変更手段制御手段、４０：冷
媒配４１：冷媒回路



【分類】記憶機能
【公報番号】特開平 9-19137 【出願日】1995/6/29

【出 願 人】富士通株式会社

【コメント】駆動信号パターンを ROMに格納しています。

【作用】
請求項１記載の発明によれば、出力レベル検
出手段６は、直流－直流変換部４から出力さ
れる直流電圧出力レベルをディジタル値とし
て出力する。このディジタル直流電圧出力レ
ベル値が入る範囲に応答する駆動信号出力手
段１０は、格納手段８からディジタル駆動情
報を読み出し、アナログ駆動信号に変換して
スイッチング素子２へ供給して該スイッチン
グ素子の通電制御を行う。このようなスイッ
チング素子２の通電制御は、ディジタル制御
となっているから、直流－直流変換のスイッ
チング制御を汎用のディジタル回路で構成す
ることができる。従って、信頼性の高いスイ
ッチング制御回路を安価に構成し得る。又、
ディジタル駆動情報をディジタル的に格納し
得る構成なので、ディジタル駆動情報を容易
に変更できる。そのような変更に際して、部
品の変更を必要としないから、この点からも、
スイッチングレギュレータのコスト低減に役
立つ。請求項２記載の発明は、請求項１記載
のスイッチングレギュレータにおいてディジ
タル駆動情報を波形情報としたものである。
その動作は、請求項１記載の発明とほぼ同じ
であり、その効果もほぼ同等である。請求項
３記載の発明は、請求項１記載のスイッチン
グレギュレータにおいてディジタル駆動情報
をアナログ駆動信号のデュティの高レベル期
間としたものである。その動作は、請求項１
記載の発明とほぼ同じであり、その効果もほ
ぼ同等である。請求項４記載の発明は、請求
項１記載のスイッチングレギュレータにおい
てディジタル駆動情報をアナログ駆動信号の
デュティの低レベル期間としたものである。
その動作は、請求項１記載の発明とほぼ同じ
であり、その効果もほぼ同等である。請求項

５記載の発明は、請求項１又は請求項２記載
のスイッチングレギュレータにおいて駆動信
号出力手段から出力されたアナログ駆動信号
を増幅素子を経てスイッチング素子２へ供給
するようにしたものである。増幅された分だ
け直流－直流変換される電気エネルギーを大
きくすることができる。請求項６記載の発明
は、請求項３記載のスイッチングレギュレー
タにおいて駆動信号出力手段から出力された
アナログ駆動信号を増幅素子を経てスイッチ
ング素子２へ供給するようにしたものである。
増幅された分だけ直流－直流変換される電気
エネルギーを大きくすることができる。請求
項７記載の発明は、請求項４記載のスイッチ
ングレギュレータにおいて駆動信号出力手段
から出力されたアナログ駆動信号を増幅素子
を経てスイッチング素子２へ供給するように
したものである。増幅された分だけ直流－直
流変換される電気エネルギーを大きくするこ
とができる。
【発明の効果】
本発明によれば、直流電圧出力レベルをディ
ジタル値として得、ディジタル直流電圧出力
レベル値でディジタル駆動情報を読み出し、
ディジタル駆動情報をアナログ駆動信号に変
換してアナログ駆動信号でスイッチング素子
を制御する構成にしたので、直流－直流変換
のスイッチング制御を汎用のディジタル回路
で構成することができる。従って、信頼性の
高いスイッチング制御回路を安価に構成し得
る。又、ディジタル駆動情報をディジタル的
に格納し得る構成なので、動作電圧、各種制
御情報を容易に変更できる。そのような変更
に際して、部品の変更を必要としないから、
この点からも、スイッチングレギュレータの
コスト低減に役立つ。
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【図１】請求項１乃至請求項７記載の発明の原理
ブロック図である。

【図２】請求項１、又は請求項２記載の発明の一実
施例を示す図である。

【図３】図２に示す実施例で用いるＲＯＭ情報及びアナログ駆動信号を示す図である。

【符号説明】２：スイッチング素子、４：直流－直流変換部、６：出力レベル検出手段、８：格納手段、１０：
駆動信号出力手段、２０：汎用レベルメータ、２２：ＣＰＵ、２４：ＲＯＭ、２６：ＮＰＮ型
トランジスタ、２８：ダーリントン接続のＮＰＮ型トランジスタ、２９：ＮＰＮ型トランジ３
６：電界効果型トランジスタ



【分類】付加機能
【公報番号】特開平 8-275516 【出願日】1995/3/30

【出 願 人】株式会社リコー

【コメント】CPUの故障・暴走時のハードウェア保護回路を設けています。

【作用】

ＣＰＵの故障、暴走が発生したような場合に

も電源トランスを駆動するトランジスタに供

給されるパルス信号を停止させることにより、

電源の出力を停止することができる電源装置

を提供することを目的とする。

【発明の効果】

本願発明によれば、パルス信号を制御するＣ

ＰＵが暴走した場合のみならず、ハ－ド的に

故障したような場合であってもパルス信号を

停止させ、これをもって、電源装置の出力を

停止されることができ、安全な電源装置を得

ることができるものである。

【図１】デジタル制御ループを有するマルチスライスパワーコンバータのブロック図。
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【図２】図１のＦＰＧＡ回路のブロック図。

【符号説明】１：ラッチ回路、 ２：論理回路、３：出力電圧検出回路、４：出力電流検出回路、５：入力電流
検出回路
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